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頼
寧
「
有
馬
頼
寧
日
記
」

昭
和
２
０
（
１
９
４
５
）
年
８
月
１

６
日

８
月
１
６
日
（
木
）
晴

午
後
九
時
半
よ
り
海
洋
、
中
水
、
帝
水
等
の
人
々

水
産
局
長
に
招
か
れ
、
さ
し
当
っ
て
の
漁
業
の
事
、

備
蓄
品
処
分
の
件
に
つ
き
相
談
あ
り
。
あ
と
に

海
洋
関
係
者
集
り
、
軍
よ
り
戻
る
船
、
軍
用
の

油
其
他
の
資
材
を
以
て
早
急
に
漁
獲
を
増

す
こ
と
。
帝
水
の
統
制
関
係
な
ど
暫
く
問
題
と

せ
ず
。
東
久
邇
宮
組
閣
の
大
命
を
拝
さ
る
。

鈴
木
内
閣
の
退
陣
、
無
責
任
の
感
あ
り
。

暫
定
内
閣
と
し
て
皇
族
の
内
閣
止
む
を
得

ざ
る
と
し
て
も
、
良
策
に
あ
ら
ず
。
塁
を
皇
室
に
及

ぼ
す

虞
お
そ
れ

れ
あ
り
。
二
・
二
六
に
類
し
た
こ
と
起
こ
り
つ
ゝ

あ
り
。
早
く
民
主
的
の
政
体
に
す
る
要
あ
り
。
自

刃
者
相
つ
ぐ
。
感
心
し
た
こ
と
に

非あ

ら
ず
。


